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9 この中継にかかるリソースの効率
化は、⻑年放送業界の課題の1つで
した。
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11 そこでNTT⻄⽇本グループでは、
万博会場と⼤阪のデータセンタ、
各放送局を“IOWN APN”で結び、

⼤盛況のうちに幕を閉じた⼤阪・
関⻄万博。

NTT⻄⽇本グループはこの万博で
在阪放送局4社とタッグを組み、
最先端の光技術を使った次世代
ネットワーク“IOWN”を活⽤した
「リモートプロダクション」の実
証実験を実施、

中継映像の新たな制作⼿法に挑戦
しました。

6

従来のテレビ中継では、現地に中
継⾞や電源⾞をはじめとする専⽤
機材を数多く持ち込む必要があり、
多くのスタッフを、その設営から
本番、撤収に⾄るまで⻑時間拘束。

17

データセンタに主要な”制作機能”
を集約。
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実際に参加した各放送局からも好
意的なコメントが寄せられていま
す。

｢今回の実証実験の全体統括として、
リモートプロダクション環境全般
の構築･保守運⽤を担当致しました。

リモートプロダクションに⽋かせ
ない時刻同期信号を正常に伝送す
るために、課題であった“ゆらぎ”
の問題を“IOWN APN”を利⽤する
ことでクリアし、
データセンタの制作機能と、イベ
ント会場や各放送局の制作機材と
の時刻同期も担保できました。

それぞれの放送局がリモートプロ
ダクションを利⽤して中継番組を
制作できたことは、実装に向けて
⼀歩前進したと思っています」

各放送局からデータセンタの制作
設備を遠隔操作することで、”制作
スタッフ”が中継現場に居なくても
地上波向けの⾼品質な番組制作を
実現しました。

課題であった中継リソースの効率
化についても、中継現場での機材
を⼤幅に削減、今後経験を重ねる
ことで、最⼩のスタッフ構成で効
率よく作業が⾏えると期待が寄せ
られています。
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また将来的に⼤容量の電気を消費
する中継⾞などが不要になれば、
低コストだけでなく、CO2削減に
も貢献できます。
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27 「⼤阪・関⻄万博をきっかけに、リモート
プロダクションを実際にお客様に使ってい
ただき、制作の新しい可能性を感じても
らえたことが⼤きな⼿応えでした。番組に
よっては、現場に多くのスタッフと機材を
送る従来のやり⽅に負担を感じていると
いう声を伺っています。今回の実証で、
そうした課題を解決できる可能性を感じ
てもらえたことに、⼤きな意味があると
思っています。

36 ｢万博での“IOWN APN”とリモー
トプロダクションによる⽣配信は、
⻄⽇本初の取組みであり、
放送局による中継制作の仕組みを
⼤きく変えるものであると確信し
ています。

NTT⻄⽇本グループとしても、
データセンタをハブとして、イベ
ント会場と各放送局の制作拠点を
“IOWN APN”で接続し、放送局が
データセンタ上のリモートプロダ
クション機能を共同で利⽤できる
“メディアハブ”構想の早期実現を
⽬指します」

26 今後、“IOWN”を活⽤した「リ
モートプロダクション」を全国に
展開。
中継番組制作の仕組みを再構築す
ることで、放送業界の働き⽅改⾰
を推進すると同時に、中継⾞によ
る移動の削減など省電⼒化を実現
させ、地球環境への貢献にも積極
的に取り組んでいきます。

“IOWN”やリモートプロダクションという技
術を通じて、お客様の課題を解決しな
がら、具体的なビジネスにつなげていくこ
とが重要だと考えています。サステナビリ
ティの観点で環境負荷を減らし、働き⽅
改⾰を進める⼀⽅で、ビジネスとして持
続可能なモデルを構築することで、私た
ちとお客様がWIN-WINの関係を築け
ると確信しています」
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